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デジタル変革推進事業 伊達市 ソフト 3,710 2,782

　スマホ教室や個別相談を実施し、誰もがデジタル化によるメリットを享受
できるよう取り組むことで、デジタルデバイドの解消を図った。
①デジタル活用サポーター育成講座（７月～８月、１月～２月　受講者：３５
名）
②スマホ教室（９月～翌２月　受講者：延べ１４８名　基本編７０名、応用編７
８名）
③スマホ相談コーナー（１１月～翌２月　３０１名）

R5.4.1～R6.3.5 伊達市
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元気発信！国際交流都市もと
みや創造プロジェクト

本宮市 ソフト 26,656 10,000

　英国との絆を活かした事業や体験等の交流を通して、市民の英国文化
への理解促進、経済活動の活性化に取り組んだ。また、市内中学生の親
善活動を実施し、地域を担うグローバル人材の育成にも取り組んだ。
①英国文化普及促進
　・ボタニカルアートとウェッジウッド陶器　9/9～10/29 参加者1,372名）
　・英国文化公演会（9/9　参加者28名）・ワークショップ（10/15 参加者26
名）
②地域経済活性化
　・英国風メニュー創作店（新規）募集（4/10～2/29 参加店：１店）
　・既存参加店新規メニュ－研究費等支援（4/10～2/29 参加店：５店）
　・英国グルメスタンプラリー（12/8～1/14　参加店店１２店）
③国際文化交流・日本文化振興
　 市内中学生英国訪問による親善活動（7/1～7/7 参加者　市内中学生
15名）

R5.4.1～R6.3.31 本宮市
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桑折町阿武隈川多目的親水公
園利用促進事業

桑折町 ソフト 2,996 2,160

　国と町が連携して整備した桑折町阿武隈川多目的親水公園（ピーチリ
バーク１５７）を会場に、地元食材等を活用した地域の魅力を体験できるイ
ベントや周遊企画を実施し、まちとかわの回遊性の向上を図り、地域の魅
力を発信した。
①献上桃の郷　元気ウォーク（4/16 参加者　800名）
②関連雑誌等での情報発信

R5.4.1～R5.12.27 桑折町
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官民連携による産業再生事業 国見町 ソフト 1,980 1,485

　官民連携により、団地整備や空き家等マッチング事業を通し、町内産業
を担う意欲的なプレイヤーの育成・発掘と担い手・後継者不足の解決を目
指す事業を実施し、エリア価値の向上、新たな移住者の確保や生活空間
の良質化を図ることで、産業の振興に取り組んだ。
①大坂団地のリノベーション（令和５年７月完了　県外事業者１社入居）
②まちなかインキュベーション事業（空き家オーナーと起業希望者のマッ
チング）（2/4 参加者200名）

R5.4.1～R6.2.29 国見町
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かわまたメタボ改善健康プロ
ジェクト

川俣町 ソフト 2,199 1,648

　町民の健康意識の底上げや健康まちづくり・健康寿命の延伸のため、楽
しみながら参加できる地域資源を活用した健康イベント等を実施し、町民
の健康に対する関心の向上を図った。
①里山登山事業（5/20 　参加者２８名）
②町民ウォーキング大会（10/22 参加者146名）
③保健PRブース（健康測定や健康相談会）（参加者計100名程度）
④健康ポイント付与事業

R5.4.1～R6.3.31 川俣町
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オールかわまたで魅力発信！
かわまたまるごと体験プロジェク
ト

川俣町 ソフト 7,729 5,796

　道の駅かわまたを中心に、特産品や各種伝統芸能など、町の魅力等を
広く発信し、来町者増加につながるイベントを定期的に実施し、地域経済
の活性化に取り組んだ。
①道の駅まつりinかわまたの開催等の魅力発信事業（５月３日～３月３日
１０回開催　来場者計：４，３４０名）
②スタンプラリー等の里山魅力発信事業（７月２１日～１０月３１日　参加
者：２５０名）

R5.4.1～R6.3.31 川俣町
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（県北地方振興局）

令和５年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書（市町村枠）
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令和５年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書（市町村枠）
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国際交流を柱とした地域活性化
事業

大玉村 ソフト 9,282 5,197

　友好都市協定を結ぶマチュピチュ村との交流を進めるため、マチュピ
チュ村村長を招聘し、両村の交流活動指針の締結と、住民の国際交流に
対する理解の醸成を行い、交流人口の拡大を図った。
①交流活動指針の締結式（9/2）
②住民参加型（マチュピチュ村長来村記念トーク）イベント（9/3 参加者
村民100名程度）
③中学生との意見交換（9/3 参加者 14名）、消防団訓練視察（9/3)、村内
農家視察（9/5）
④マチュピチュ村交流内容パネル製作及び展示（8月中旬～10月末日）

R5.4.1～R6.3.31 大玉村
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再生可能エネルギーを核とした
農福連携推進プロジェクト

大玉村 ソフト 6,009 4,506

　持続可能な地域づくりのため、再生可能エネルギーを活用した農福連携
事業の事業計画を作成し、農業の活性化による産業振興、障がい者の就
労機会確保や協働によるコミュニティ活性化、再生可能エネルギーの創出
拡大による環境保全につながる事業を実施した。
・農福連携推進事業計画策定（4/28～3/31）

R5.4.1～R6.3.31 大玉村
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福島市街なか活性化事業 福島市 ソフト 9,966 7,474

　街なかの人通りが減っている状況に対応するため、こども向けの大型の
イベントを実施し、中心市街地へ足を運ぶ機会を創出することで、若年層
の街なかに対する愛着形成や飲食店や小売店への誘客につなげた。ま
た、イベント後に大学生と連携し、まちづくりの検討を行った。
①街なかテーマパーク（10/28 参加者　38,000名）
②大学生とのディスカッション

R5.8.1～R6.1.31 福島市
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親子スポーツ・健康事業 桑折町 ソフト 3,040 2,279

　若い頃から運動の大切さを学ぶことができるイベントを実施し、継続的な
運動習慣の定着につながり、また、家庭や地域を巻き込み町内一体で実
施したことにより、町民の健康意識の向上及びスポーツ振興につながっ
た。
①田端健児講演会＆走り方教室（9/3 参加者約60名）
②こおりヘルスアップDAY 2023（11/5 参加者約500名）
③ミズノ流忍者学校（3/24 参加者約50名）

R5.4.1～R6.3.31 桑折町 健康関連事業

（県北地方振興局） 10件 73,567 43,327累計


